ワーク①：コンセプトを再確認しよう

YES  ・  NO

YES  ・  NO

· 十分に利益をあげられるだけの市場・顧客数が存在しているか？
· 

· WHAT（提供価値）が正しく伝われば、必ず買いたくなりますか？

以下の質問についてセルフチェックをしてみましょう
コンセプト
WHAT（提供価値）
WHO（ターゲット顧客/ニーズ）

ワーク②：ストーリーの骨格を考えてみよう

① 原体験
Q. みなさんの活動の根っこにある、過去の強烈な体験、または消えない記憶は何ですか？
参考：
「私は、これまでに______________________________________________________ という経験（悔しさ・感動・違和感）をしました。」

⬇ だからこそ、世の中を見て気づいてしまったのです

② 社会への気づき
Q.その体験を経て今の世の中（業界）を見た時、どんな「おかしなこと」や「不足」を感じますか？
参考：
「今の世の中（この業界）は、__________________________________________ になってしまっているのではないでしょうか。」

⬇ 私はそれを変えたい

③ 創業動機
 Q.その現状に対して、あなたは「何者」として、何を成し遂げたいと決意しましたか？
参考：
「そこで私は、________________________________________________________ を実現するために立ち上がりました。」

⬇ そのために、これだけは譲りません


④ こだわり ※ここは「自分勝手」でOK！
Q.あなたのプロとしての意地、他人には理解されないような「マニアックなこだわり」は何ですか？
参考：
「私は、______________________________________________________________ ということに、徹底的に（頑固に）こだわっています。」

⬇ ここが一番大事！「変換」してください

⑤ 約束 ※ここはお客様への「メリット」に！ 
Q.そのこだわりがあるからこそ、お客様はどんな「得」や「幸せ」を得られますか？
参考：
「このこだわりがあるからこそ、あなた（お客様）に、
____________________________________________________________________________________________
という未来を提供することを約束します。」


ワーク②-2：ストーリーの骨格を考えてみよう（BtoB事業者向け）

① 専門性の背景
Q. あなたの専門知識・スキルはどこから来ていますか？これまでのキャリアで、何を見続けてきましたか？
参考：「私は、これまでに______________________________________________________ という経験・キャリアを積んできました。」

⬇ だからこそ、業界の「本当の問題」が見えてしまったのです

② 業界課題の認識
Q. その経験を通じて、取引先や業界が抱える「解決されていない問題」は何だと気づきましたか？

参考：「今の業界では、__________________________________________ という問題が放置されているのではないでしょうか。」

⬇ 私はそれを変えたい

③ 解決への使命
Q. その課題に対して、あなたは「何者」として、何を成し遂げたいと決意しましたか？

参考：「そこで私は、________________________________________________________ を実現するために立ち上がりました。」

⬇ そのために、これだけは譲りません

④ アプローチへのこだわり ※ここは「自社流儀」でOK！
Q. 同業他社とは違う、あなた独自のやり方・姿勢は何ですか？

参考：「私は、______________________________________________________________ ということに、徹底的に（頑固に）こだわっています。」

⬇ ここが一番大事！「変換」してください

⑤ 約束する成果 ※ここは取引先への「成果・メリット」に！
Q. そのこだわりがあるからこそ、取引先はどんな「成果・変化」を得られますか？
参考：「このアプローチがあるからこそ、あなたの会社に

____________________________________________________________________________________________という成果を約束します。」



ワーク③：キャッチコピーを考えてみよう
RTB



提供価値


コンテキスト


１．先ずは骨子を考えてみましょう








グループ内で発表してみて、反応確認やフィードバックを共有してみてください

３．コンセプトテストをしてみましょう



2．骨子の内容を多くの消費者からの共感が得られるように言語化してみましょう


